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1. 学会への寄付についての取り扱いとその経過

私は，質素な生活の中から，こつこつと貯めた，私としては大

金を，二十歳前に学会員になり，お世話になった学会にと思い，

8 年前に寄付しました。なお，学会事務局の都合で寄付金が分
割されたためか，感謝状は 2018年と 2019年にいただきました。
学会自体の資金でない寄付による「次世代活性化基金」がス

タートしましたが，坪井基金の倍の百万円になるも，それには個

人名真木の名称は付けていただいていません。

丁度同じ頃，私の関与するある学会では，寄付があり個人名

の付いた基金として，活用されています。最初の使用が高校生

の作文コンクールでした。

さて，私の寄付した基金（個人名の付かない「次世代活性化

基金」）がスタートし，寄付金を活用した最初のサマースクール

が開催されましたが，講演会や懇親会にも招待されることはあり

ませんでした。一方，基金を使用して出版された英文書籍には

謝辞が書かれていましたが，如何ほどの学会員の目にとまった

のでしょうか。

2. 次世代活性化基金の経過・活動状況

数年を経て今回，次世代基金を使って，高校生参加イベント

を行うに当り，2025 年の予算施行について臨時総会を開き了
承されましたが，何か石橋を叩いて渡るような感じがしました。

一方，今回の高校生参加事業推進に際しても同様に，これま

でに次世代活性化基金なるものは，如何なる背景・経緯ででき

たものか，個人名を含めて解説・記述がありません。次世代の

関係者にとって必要だと思いました。本末転倒でしょうか。この

ままでは，研究者・寄付者の名が残らないのは残念です。

なお，大会時の高校生参加事業推進では，特に説明を受け

た「不知火研究」の高校生発表は，不知火の観測とその考察が

素晴らしく感心しました。

3. 寄付に対する一般的評価等々について

ところで，研究者個人による多額の寄付の割には，寄付者に

メリットがないか，少ないと思われます。ある学会の A さん曰わく
「真木さん，それは冷遇されていますね」です。同感です。

前述の通り感謝状は 2 度いただきました。JICA（国際協力機
構）からも長年の隊員選考の貢献で感謝状をいただきました。

叙勲の時に評価されるかと思いましたが，感謝状は研究者には

業績評価にはなりません。学会は学会賞（種々の名称の学会

賞）です。

 ある学会では，私は寄付をしていませんが，最初，名誉会員

に推挙され，その後，特別名誉会員にしていただき，学会賞的

な 2種の賞もいただきましたが，農業気象学会は若い頃の学会
賞（A賞）と名誉会員のみです。

4. 感謝状受領時のコメント

私は感謝状をいただいた時，参加者の皆さんに，その返礼

の言葉の最後に，学会の発展・活性化のため，私に倣って多額

の寄付をお願いしますと言いました。しかし，私への処遇を見て

か，優遇どころか冷遇と判断されたためか，学会活性化に関し

て，今のところ，多額の寄付をする人はいません。

学会としての「評価」は学会賞です。特別賞，貢献賞，論文・

学術賞等々あります。ちなみに原著論文・関連論文は一番多い

と思います。以上，感想・コメントを述べさせていただきました。

5. 日本農業気象学会における貢献

1) 『新編農業気象学用語解説集』を編集委員長として 1997 年
6月 5日に出版。
2) 国際会議「地球環境劣化下の食料生産と環境保全に関す
る国際シンポジウム 」 （ International Symposium on Food 
Production and Environmental Conservation in the Face of Global 
Environmental Deterioration）を 2004年 9月 7～11日に福岡国
際会議場で組織委員会委員長として開催。

3) 国際農業工学会（CIGR）国際シンポジウム 2011（CIGR
International Symposium 2011 on Sustainable Bioproduction －
Water, Energy, and Food），持続的生物生産－水，エネルギー，
食料－を日本農業工学会（日本農業気象学会他），日本学術

会議，CIGR主催で 2011年 9月 19～23日に東京で開催。
4) 風に関する書籍 2冊（『図説 日本の風』，『日本の局地風百

科』）を最近，編者および単著として出版。

6. 主要な関連業績

1) 真木太一（編集代表），1997：『新編農業気象学用語解説
集』.日本農業気象学会 新編農業気象学用語解説編集委

員会，東京，313 pp.
2) 真木太一（委員長），2005：地球環境劣化下の食料生産と環
境保全に関する国際シンポジウム，生物と気象，5(2)：47-51．

3) 真木太一（委員長），2012：「CIGR（国際農業工学会）国際
シンポジウム 2011 報告書」，同組織委員会，東京，48 pp.

4) 真木太一（編），2022：『図説 日本の風 人々の暮らしと関

わる 50の風』. 朝倉書店，東京，175 pp.
5) 真木太一，2025：『日本の局地風百科』. 丸善出版，東京，

401 pp.
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4) 機械学習を用いた全球コメ収量データセット編纂の改良に
向けて： トレーニングデータ選択とランダムフォレスト解析から

得られた知見

眞﨑良光 1・飯泉仁之直 1・酒井徹 2・大吉慶 3

（1農研機構，2国際農研，3 JAXA）
機械学習（ランダムフォレスト）を用いて全球でのコメ収量を

推定した。人工衛星植生観測・作物モデル計算結果・気象

データ・地理座標等，異なるデータ源から得た 14 個の説明変
数から，コメ統計収量を目的変数とする回帰型モデルを構築し，

その収量推定精度を検証した。その結果，説明変数における

地理座標の重要度が高かったものの，ほかの説明変数を含め

てモデルを構築することで精度が向上した。その一方，機械学

習モデルの構築時に用いたトレーニングデータが想定される収

量レンジをカバーしていない場合，モデルの推定収量もそのレ

ンジに束縛されてしまい，高精度化を妨げる要因となった。ト

レーニングデータの選択にあたっては，収量推定対象地域に

おいて取り得る収量レンジをカバーするよう，注意する必要があ

る。

短報

5）地球温暖化に対するリンゴ黒星病発生のリスク評価
山本莉央 1・稲津將 2, 3

（1北海道大学大学院理学院，2北海道大学大学院理学研究院, 
3北海道大学広域複合災害研究センター）

本研究では，地球温暖化がリンゴ黒星病の発生に与える影

響に着目し，青森県における将来的なリスクを調査した。大規

模アンサンブル気候変動データセットを「ナシ病害発生予測モ

デル」に適用し，リンゴ黒星病の感染リスクを評価した。現在気

候では，春に重度の感染リスクが高く，夏に一旦減少したのち，

秋に再上昇する傾向が見られた。また，2090 年代の高位シナリ
オに対応する将来予測では，重点防除期間中の重度リスクの

確率はわずかに低下するにとどまった。100年確率として定義し
たリスク出現日は，将来気候では 3 月 29 日となり，現在気候よ
りも 16 日早まった。仮想実験の結果から，1980 年から 2090 年
にかけて気温がほぼ 5K 上昇することが主因として示された。さ

らに，将来気候では，高温によって Venturia inaequalis の成長
閾値を超えるため，夏季の感染リスクが大幅に減少した。

短報

6) 研究論文から大規模言語モデルを用いて作物のフェノロ
ジーデータを抽出

飯泉仁之直 1・小野洋平 2・滝本貴弘 1・朝格吉拉図 1

（1農研機構農業環境研究部門，
2聖路加国際大学公衆衛生大学院）

論文に含まれる圃場観測値は信頼性が高く，全球グリッド作

物データセットの開発における有望な情報源である。しかし，多

くの論文の本文や表からデータ値を抽出する作業は時間と手

間がかかる。大規模言語モデル（LLM）はその解決策になり得
る。本研究では，LLM のオンラインツール ChatPDF を用いて，
論文からデータを抽出する Python プログラムを作成した。この
プログラムを論文164報に適用し，トウモロコシ，ダイズ，コムギ，
コメのフェノロジーデータを抽出した。その結果，LLM による

データ抽出は，人間が行った場合に比べて作業負担を大幅に

軽減できたが，信頼性の観点で改善が必要なことが分かった。

特に，データの捕捉率の向上と，経度，緯度，収穫年について

の抽出誤差を低減が求められる。
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